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・はじめに

・日本における情報

現在の日本社会は多大な量の情報で溢れ、「情報化社会」といわれている。それは、テレビやラジオ、インターネットなどのマス・メディアの普及によるマス・コミュニケーションの発達による効果であり、産業革命以前の時代と比較すれば、個人が日常に接している情報は飛躍的に多くなっている。マス・コミュニケーションの発達により、私たちは以前までだったら知ることもなかったような情報を知ることができ、また速報として新鮮な情報を得ることができるようにもなった。

また、マス・コミュニケーションの略称であるマスコミを日本では情報を送る新聞社や放送局を指しているのだが、そのマスコミがマス・メディアを通じて大衆に流していく情報のおかげで、日本の情報社会は便利に、そして豊かになったと言える。しかし、私たちが得るその多大な量の情報のほとんどは「真の情報の送り手」から私たちに伝わったものではなくマスコミなどの機関を一度媒介して私たちに伝えられるものであり、すべてが本物の情報というわけではなく、いくつかは真実とは少し異なる内容に仕上がっている可能性もある。それは誤って伝わってしまった、または意図的に書き換えられたものもあるだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　

伝わった情報が真実かどうかを私たちは自分たち自身で確認しようがない。違う情報伝達法から真実味を帯びた異なる情報を得たとしてもどちらが真の情報かは確実には断定しづらく、「真の情報の送り手」から情報を得ようにもそれも難しい。

結局、マス・メディアから得る情報を信頼してしまう、という結果に落ち着いてしまいやすいのが現状なのである。

・テーマとして選んだ理由

私の身近にはテレビ・インターネット・新聞などといった情報を得るのに必要なマス・メディアが幾種類も存在する。そして近年、急速に発達していく情報社会の中で匿名性を強く帯びた情報発信の場が数多く存在するようになり、個人個人の意見が今まで以上に簡単に発言できるようになり、またされるようになった。それはおそらく匿名ということにより自分の発した言葉に対する責任の重さが薄くなってしまっているからであるように思う。しかし、それにより一部のメディアによって必要に応じて統制・編集されてきた情報が、なんの手も施されないまま私たち情報の受け手にそのまま流れるようになったのでは、とも考えられる。あるメディアから得た情報が、また違うメディアから得た内容と異なる・内容に不足部分が存在する、などといった経験は多い。そのような状況の中で情報というものがどのように扱われているか、扱われてきたかと疑問を持ち、また私たちの生活にどのように影響を与えているのか、情報操作に翻弄されないためにはどうすればよいか、調べてみることにした。内容には過去におこなわれてきた情報操作の事例や、現在の情報化社会における情報操作の事例なども記述している。
第一章・情報操作

第一章においては情報操作とはどういったものであるかについて順を追って述べていく。

１・情報とは

まず、情報操作によって操作される「情報」とはなにか。まず情報という言葉を最初に公に用いたのは森鴎外であり、情報という言葉が日本語として定着したのは、近代以降のことである。しかし「情報」という言葉で物事が定義されるようになったのは、人間が言葉を獲得し、言葉を通じて環境と関わり、他者に伝達するようになったときから存在しているといってもいい。「情報」というものは、定義としては「ある物事の事情についての知らせ。それを通して何らかの知識が得られるようなもの」とされている。

私たちは、なにかの物体、たとえば机を見たとき、それを「机」という言葉で定義し、その机は「机」という言葉に情報化される。言葉を持たない人間以外の動物にとっては机という実体はあっても「机」という言葉の情報は存在しないのである。

２・情報操作とは

　情報操作とは「情報の送り手の側から見れば、個人、もしくは集合的な主体が、何らかの意図を持って、直接、もしくはメディアを介して、対象に対して意図した方向への態度・行動の変化を促すべく構成されたコミュニケーション行動とその結果の総体である。また、情報の受け手の側から見れば、意図的・非意図的によらず、受け手の態度、行動に影響を及ぼすコミュニケーション行動、およびその結果の総体である。」と定義される。

その範囲は実は幅広く、以下の内容が主に情報操作といえる。

・権力者が自分の目的を達成するためにその目的に合わない情報を国民から隠し、その目的に即した情報を意図的に捏造したり、誇張して流したりする行為。

・株価操作などといった経済的な情報操作活動、たとえばある銘柄があがりそうだという情報を流すことによって株価を吊り上げ利益を得ようとする行為。

・広告という一つの情報を受け手に提示することで、その商品の購買を促したり、当該企業への態度を好転させようとする行為。

・意図的に政府なり企業なりが情報を流して操作するものとは違い、最初は意図的でなくても、後にそれが人々をパニックに駆り立て、結果的に情報に操作されること。

以上のように社会的な広がりを持った情報操作だけでなく、個人対個人でも情報操作は日常的におこなわれているといっても過言ではない。　

身近な例であげると、親にほめられたい子供が、１００点の国語のテストは親に見せるけれども、２０点のテストは見せずに捨ててしまう、というのも親に対しての情報操作なのである。また、遅刻の理由が寝坊であるのに交通機関の遅れと嘘をつくのも然りである。

このように見ていくと、私たちの日常生活では、好むと好まざるとに関わらず、さまざまなレベルの情報が身に降り注ぎ、操作したり、逆に操作されたりしている。私たちは情報・情報操作とかなり密接して生活しているといえる。

第二章・戦争と情報操作

情報操作は、歴史上に残るような戦争でもさまざまな形で利用されてきた。異なる、多くの目的が存在している中で行動する人々に対しての情報であっては、受け手のニーズが多様である場合が多く、情報の操作性は分散され大きな効果はあまり望めない。しかし戦争という国家規模の問題ならばどうか。勝つか負けるかといった明確な目標に向かって行動するいわば一つの団体へならば大規模な情報操作が展開される。

1． 情報操作の対象

戦争において情報操作の対象は一つではなかった。まず、自陣の軍隊に対するものだ。統制された軍隊の内部においては、敵に勝つという目標を達成するため、当然厳しい情報統制がしかれる。敵側に関する情報を、敵に知られずに収集することで、自軍の作戦行動を有利に導こうとするのである。

次に自国民に対しての操作である。内容としては、敵国に対する敵愾心をあおる情報操作だ。事例であげると、第一次世界大戦のとき、敵国の残虐性・非人間性がポスター、新聞などを初めとする多数のメディアで誇張、強調されて伝播した。このような情報操作では自国の女性が敵軍の兵士によって陵辱されるといった内容が効果をあげると考えられてきた。

そして、敵側に対する操作である。主に敵側の戦意を喪失させるような情報が盛んに利用された。ここで興味深い事例をあげるとすると第二次ポエニ戦争（ハンニバル戦争）におけるカルタゴの将軍ハンニバルの行動である。ハンニバルは遠征する際、戦像と呼ばれる像を引きつれ、多くの敵軍兵士にとって見たことのない大きな像というシンボルを効果的に使い、敵軍の恐怖をかきたてた。また、統制のとれた行動と、鎧のような武具・服装・旗指物などのシンボルも、自軍の凝集性を高めると同時に、相手側を威圧し、戦意を低下させようとする意図を持っていたのであろう。後方においても情報かく乱戦術をおこなっており、敵軍を混乱に陥れたのである。

　このように戦争では、さまざまな情報操作がさまざまな対象に向けて駆使されている。以降にまた事例をいくつか紹介していく。

2． 情報操作の事例

（1） 情報操作の天才、羽柴秀吉

羽柴秀吉（豊臣秀吉）は、戦争において情報操作を効果的に用いる天才だったといわれている。ここではＮＨＫ大河ドラマでも描かれていた典型的な例をあげる。秀吉は、織田信長の命で毛利攻めをしていたが、一五八一年の鳥取城攻めでは、情報の力を大いに利用した。秀吉はまず、「今年は北陸地方が不作だ」との噂を流した。その上で、北陸地方の船と称する船を仕立てて、米を通常価格の倍の価格で買い集めたのである。鳥取城の城兵は、その高価に心を動かされて、城の備蓄米も売ってしまった。吉川経家をはじめとする毛利方からの援軍が到着して、米を買い集めようとしたときには後の祭りで、秀吉は周囲の村落も焼き払い、兵糧米の少ない鳥取城に多くの農民が逃げ込んだ。わずか包囲３ヶ月の兵糧攻めで、鳥取城は極端な飢餓状態におちいり、陥落したのである。

（2） 第一次世界大戦

　先ほどにも少し事例を述べた第一次世界大戦であるが、いわゆる「総力戦」となったという点で、従来とは異なった戦時情報操作の意味合いが加わることになった。つまり、眼前の敵軍だけでなく、生産活動に従事して、それを銃後で支えている一般国民に対しても、その戦意をコントロールする必要性が強調されるようになったのである。ここでも、不特定多数に対して、即時的に情報が伝達されるマス・メディアの特性が、余すところなく利用されたのである。イギリスは情報省を作り、敵国に対して、印刷物を配布する情報活動をおこなったり、国内の士気を高揚させる情報操作活動をおこなうことにより、大きな成果を得た。

（3） 情報操作の体系化、ナチズム

　第一次世界大戦の時に発達した、国家による情報操作のメカニズムをより精巧に体系化し、史上類を見ないほどの成功を収めたのが、ヒトラー率いるナチス・ドイツである。ドイツ国民は、彼の巧みな扇動に巻き込まれ、第二次世界大戦への道に歩んでいった。その背景には過酷なベルサイユ体制の中で、ドイツ国民のナショナリズムが傷つけられ、かつ社会状況自体も、巨額な賠償金の支払いで経済が混乱するなど、不安な状態が続いていたことであるのは、疑いようのない事実である。

　ナチスは一九三三年に政権を握ると、他の政党の活動を停止し、着々と一党独裁への道を歩み始めた。ナチスは、情報操作の天才と呼ばれたゲッベルスを宣伝相に据え、集中して権力を背景にして、情報操作を進めていった。

　ヒトラーの情報操作に関する原則は、彼自身の著書などでも述べられている。たとえば、情報操作の要について、彼は以下のように述べている。

「自由な選択を認めるよりも、対立的考えを一切許さない教旨によるほうが、国民はより強い安心感を抱くことができるであろう…」

「大衆に語るべき思想を少数にとどめて、それをうまずたゆまず繰り返すことが必要である。大衆は、何百ぺんと繰り返さないと、最も簡単な思想でも覚え込まないものである。―――かくてスローガンは、種々もかたちで示されるべきではあるが、しかし結論としては必ず一定の不変な公式にようやくして示さねばならない」

つまり、彼はなるべく感情的な訴求を心がけ、論理的な訴求によって冗長になることを避けたのである。また、同じ観念を繰り返して訴えたため、たとえそれがウソであっても、次第に人々はそれを信じ込んでいくようになった。また、全体主義であるがゆえに、異質性を排除する論法を好んで用いた。その最大の犠牲者にされたのがユダヤ民族だったのである。

第三章・近年の日本における情報操作

これまで戦争における情報操作など過去の大規模なものを紹介してきた。歴史上では、民衆に対して影響力を持っている情報操作といえば政治権力を持っている者が、情報操作によって、その支配を確固たるものにしようとおこなうものが多かったからである。しかし私たちの欲求がより多様化してきているなかで情報操作の域も多様化している。第三章では、より私たちにとって身近な情報操作について紹介していく。

1． マス・メディアによる事実の歪曲・捏造

テレビが真実を伝えるというレトリックは、真実であって真実ではない。カメラのアングルひとつ変えただけでも、受けた印象はまったく異なる。ましてや、ある意図をもって切り取った事実だけを再構成すれば、まったくもとの現実とは違う、新たな社会的現実を作り上げることができる。近年頻発したいわゆる「やらせ」事件は、情報操作の虚実を改めて私たちに突きつけるものとなった。

　「やらせ」発覚の問題は一つ二つではなく、多数存在する。その中でも情報操作というものに人々が警戒し始めたすぐ後の、一九九二年の間だけに発覚したもののいくつかを紹介する。

（1） 「おはよう！ナイスデイ」

暴走族グループの集団暴走について、やらせの疑いがあるとして事情聴取を受ける。

（２）「どーなるスコープ」

番組の中の「出張アンケート・看護婦さん大会」に出演し、アンケートに答える20人の看護婦さんは実はほとんどがOLや学生などの看護婦資格を持たない女性ばかりだったことが発覚。

（３）「進め！電波少年」

「渋谷のチ―マーを更生させよう」というコーナーで、レポーターが渋谷のチーマーに暴行を受けるシーンが、実は池袋周辺にたむろするグループに対し、スタッフが依頼して撮影したものだということが発覚。

（４）「NHK禁断の王国ムスタン」

従来カメラの入ったことのない奥ヒマラヤの王国に取材に入ったというものだが、この中で、流砂のシーン、落石のシーンがあり、スタッフがこのような危険を冒してムスタン王国に入ったことになっているが、流砂も落石も実際には人工的に作られたものであり、またスタッフが高山病にかかり酸素呼吸を受けるシーンも、雨が降らず、水不足で少年僧が雨ごいの祈りを奉げているシーンもヤラセなど、最終的には１０箇所以上のヤラセ部分が発覚。

　まさにヤラセのオンパレードである。特に、（４）で紹介したNHKのドキュメンタリー番組として評価が高いNHKスペシャルでのヤラセ発覚は、規模の点でも影響力の点でも、世間を驚かせた。

　また民放では、視聴率という「効果」によりスポンサーがつくかつかないかが決まってくる土壌があり、より視聴率を稼ぐために、より視聴者に受け入れられやすいような番組を制作していかねばならない。ニュースとドラマの、いわば中間としてのワイドショーの位置づけがヤラセ増加を招いたのかもしれない。完全な取材だけでなく、ある程度の演出をともなわなければ「ショー」たり得ないのが現状なのである。

２．ヤラセの定義と構造問題

マス・コミュニケーション研究者の渡辺武達氏はヤラセを次のように定義している。

「情報送出において、その主題と全体の編集、およびそれに関連する具体的小項目について社会的・科学的真実と異なる形で意図的に番組制作したり、番組を脚色・演出、ないしはレポートする、あるいは番組内で出演者にそのような表現をさせること、もしくは局外者からそのような番組制作および情報送出をさせられること」

そして、この定義に即して、テレビ番組におけるヤラセを次の九つに分類している。

（１）世論を誘導する意図を持った番組の制作と放映

（２）全編の偏向

（３）編集上における意図的な事実の削除、あるいは添加

（４）番組内の個別事項の間違いや虚実

（５）番組内容の誇張表現

（６）ないことをつくりあげる捏造

（７）事実の脚色と歪曲

（８）事実や真実からの逸脱

（９）速報性と映像だけが真実というテレビのメディア特性に起因するもの

　このように見ると、ヤラセは、情報操作の主要な部分を含んでいるといえる。そして、分類してみることで、その構造的問題も浮かび上がってくる。

　構造的問題の一つには、ハイテクを駆使して、事実をつくりあげる技術が発達してきたことある。次第に、事実を「つくる」ことへの抵抗感が薄れていき、演出の範囲が本来の部分を逸脱し、踏み外してしまったのである。

　そしてマス・メディアに携わる者の中に、根強い送り手・受け手観があること。マス・メディアの送り手になることができるのはごく一部に過ぎず、送り手の一員になったことで、ある種の権力を自分自身が持っている感覚を持ち、「自分の考えていることが真実であり、事実はそれに付随する。」というような不遜な考えを持つ場合もある。自分のイメージする真実のためには事実を 創作してもよいという、ジャーナリズムの驕りが生まれる可能性は決して低くない。

第四章・インターネット普及による変化

　第三章において、近代の日本における情報操作について述べたが、そもそもなぜ情報操作というものの存在が浮き彫りになってきたのか、注目されるようになってきたのか、その点について第四章では説明していく。

１・情報の入手手段の増加

　先にも述べたのだが、現在と過去の情報を取り巻く環境において最も変わったものは何か、というと、情報の入手手段の数である。その中でもインターネットの出現が、「情報」というもののあり方を大きく変えた。テーマとして選んだ理由において、「急速に発達していく情報社会の中で匿名性を強く帯びた情報発信の場が数多く存在するようになった。」と説明したが、その代表としてあげられるのがインターネットである。匿名により情報を発信することが可能であり、報道が規制されている内容であっても、個人が特定されないという理由により情報を発信するケースや、面白半分で虚偽の情報を発信するケースも増加した。それにより、ひとつの明確なものとして大衆へと伝えられていた情報に対する見方が分岐するようになってしまった。その例として一つ事例をあげる。

２・事例１
（騒音おばさん事件）

このニュースは何年か前に報道されたものであるが内容を見ても珍しく、多くの人々からの注目を浴びたものである。内容は「早朝から布団をだし、大声で怒号をあげた迷惑なおばさん」という話であった。その話には報道されていること以外の情報が存在し、可能性としていくつかの結果が存在する。

＜報道された情報＞

おばさんがきちがいのように怒号をあげて布団を叩き、騒音を出した

被害者夫婦は騒音による被害で生活に支障をきたすほどだった

　　　　　　　　　＜報道されていない情報＞

被害者夫婦によるおばさんへの嫌がらせ

被害者夫婦による宗教勧誘をおばさんは断り、嫌がらせはそれから始まったこと

　報道されていない情報とは、主にインターネット上で見つけたものであるが、なぜ報道された情報と、報道されていない情報にこのような違いが生じるのか。

　報道されていない情報が事実だとすると、おそらく被害者夫婦側を擁護する報道機関に関連する、または報道機関を超えた存在による大きな圧力があった、もしくは、視聴率を必要とする中で、報道機関が話題性を高めるためにあえておばさん側を悪役に仕立て上げたとも考えられる。

また、インターネット上の情報は虚偽のものであり、報道されたものがただ真実であった、ということも可能性の一つである。

結果として情報操作もしくは情報操作を疑う心によって、この事件の真実が幾通りか考えられるようになったことは確かである。しかしどの見解が真実であるのかも確認しようがない。直接本人に聞きこんだとしても真実を語ってくれる確証もないからだ。 
事例２

（尖閣諸島問題）
2010年９月に発生し、問題となったのが尖閣諸島中国漁船衝突事件である。中国漁船が日本の領海である沖縄県尖閣諸島付近で違法操業し、その後日本の海上保安庁の巡視船に衝突してきたことから注目されたのであるが、ここでも多くの情報操作がおこなわれていた。

まず、日本政府が、中国漁船が日本の巡視船に衝突してきた際の映像の全面公開を拒否し続けていたこと。このこと自体が情報操作といえるのであるが、なかなか公開しないことからまた別方面からの情報操作が展開された。その内容の一部が以下である。
・この件により日本の海上保安庁職員の殉職者、怪我人がでている
・衝突により海に投げ出された日本の海上保安庁職員を中国漁船乗組員が銛で突こうと　　　　　　　　　　　した

結果的に、映像自体はインターネット動画共有サイトyoutubeに流出し、この内容はデマである、となったのだが、殉職者の名前や、搬送先の病院名、亡くなった日時なども詳しく書かれていてあたかも事実であるようになっていた。
　また、この事件によって日本国民の反中国感情が高まったこと、中国漁船船長を中国側からの報復措置により処分保留のまま釈放したことなどが原因で、日本国内で反中国デモがおこなわれた。
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写真は2010年10月２日に東京・代々木公園周辺で起きた反中国デモである。3000人近くという決して少なくはない人数が集まり、おこなわれたデモであるが、海外のメディアがニュースとして大々的に取り上げるなか、日本のメディアはまったくといっていいほどニュースとして取り上げなかった。ここでも裏で何らかの圧力がかかり、情報操作がおこなわれていたのであろうと推測できる。
第五章　情報操作への対応
　これまで述べたように、今現在まで私たちの生活の周りでは情報操作が知るところ知らぬところで頻繁におこなわれている。情報操作を無くすため、または被害を受けないためには人々はどう対応していくべきであるか。今後、このような対応ができればよいのではないか、という案を挙げる。
1、 情報操作罪の新設

まず、法律的対応策として、このような法律を新たに設けることができれば、と考える。情報操作が発覚した場合、信用が低下するなどのリスクは存在するが、それでも情報の価値に対しては対等でないリスクである。罰則を設けることで情報に対しての価値を高め、情報操作をすることを防止する、というものである。
2、 調査機関の設立

　すべての情報に対して、となるとかなり無理な話となってしまうが、多くの人々に対して、大きな影響を与えてしまうような情報に対してだけでも、詳しく調査する機関を設立する、というものである。
3、 情報に対しての意識を高める

　個人個人の「情報を見る眼」を養う教育の場を設ける、たとえば情報適応教育などのカリキュラムを義務教育の過程に含める。送られてくる情報を自分自身で判断する能力が大事であり、すべての情報を鵜呑みにするようなことを無くす、というものである。
まとめ

政治、経済、社会の中で情報化が進展していくことにより犠牲になるのは情報に対する知識を持たないものや社会的弱者ばかりである。権力を持ち、情報をコントロールできる立場にある者の情報操作により、本当の情報から疎外されることもあるだろう。情報から疎外されがちな人々、たとえば高齢者は情報操作による、いわゆる悪徳商法というもののかっこうのえじきであった。
人々は情報により夢をみることができる。しかし、情報操作の有無、そして操作されている理由によっては、その夢を実現できるかは明確なものではない。情報操作は内容によって個人の人生を大きく変えてしまうのである。身近な存在である情報に対して、私たちはもっと警戒して過ごすべきであり、自ら率先して知識を深めていくべきなのかもしれない。
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